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まちのわだい
TOWN  TOPICS

ふくしま駅伝の栄光をたたえ

　平成26年に開かれた第 26回市町村対抗福島県縦断駅伝競走
大会（ふくしま駅伝）町の部で優勝した本町チームをたたえた記
念碑の引き渡し式は 10月 20日、カメリーナ前で行われ、町チー
ム前監督で五十嵐石材代表の五十嵐幸夫さんが前後公町長に目録
を手渡しました。記念碑は高さ約 170㌢、幅約 150㌢、奥行き
約 120㌢で、裏側には今後優勝した際に追加で刻むことができ
るスペースも用意されています。 記念碑を寄贈した五十嵐さん（右から２人目）

優勝記念碑を町に寄贈

町内産の花を医療従事者に

　町では、新型コロナウイルス感染症の治療などに当たる医療
従事者に感謝の気持ちを伝えるため、町内産のトルコギキョウ
2,400 本とカラー 1,800 本を県内外の病院や福祉施設など 180
カ所に寄贈しました。10月８日には野菜集出荷施設で発送式が
行われ、前後公町長とＪＡ会津よつばフラワー生産部会の古川正
光部会長、安達寿人副部会長が宅配業者にトルコギキョウやカ
ラーを詰めた箱 10箱を渡しました。

トルコギキョウとカラーを病院などに贈る

町商工会女性部に感謝状

　ＪＲ東日本仙台支社の「鉄道をめぐる一般協力者に対する支社
長感謝状」の贈呈式は 10月 20 日、町商工会館で行われ、東瀬
賢治会津若松駅長が町商工会の佐賀彰子女性部長に感謝状を手
渡しました。町商工会女性部では、1980 年から 40年にわたり、
猪苗代駅、関都駅、川桁駅の環境美化活動を行っているほか、毎
年猪苗代駅前にはマリーゴールドやベゴニアなどの花の苗をプラ
ンターに植え、おもてなしの心で駅の利用者を出迎えています。

ＪＲ東日本仙台支社から感謝状を贈呈

東瀬会津若松駅長から感謝状を受ける佐賀女性部長（左）

高校生が猪苗代路を力走

　男子第 65 回、女子第 38 回県高等学校駅伝競走大会は 10 月
22 日、本町で開かれ、カメリーナをスタート・フィニッシュす
る男子７区間 42.195㌔、女子５区間 21.0975㌔で争われました。
男子は学法石川高校が 10年連続 12 度目、女子は学法石川高校
が５年連続７度目の優勝を果たしました。
　猪苗代高校男子は、チーム一丸となってタスキをつなぎ、オー
プン参加校を除く 30チーム中 16位となる健闘を見せました。 発送式に出席した（左から）前後町長、安達副部会長、古川

部会長

県高校駅伝競走大会

沼尻軽便鉄道跡を歩く

　第22回いなわしろ軽便ウオーク～懐かしの軽便鉄道を訪ねて
～は９月 27 日、ＪＲ川桁駅から中ノ沢体育館までの 17.5㌔の
コースで行われ、約 200 人が参加しました。開会式では、渥美
慎司実行委員長、渡部常男町商工会長らがあいさつ。参加者は、
黄金色に染まった田園風景を楽しみながら、古関裕而さん作曲の
「高原列車は行く」のモデルとなった沼尻軽便鉄道跡を思い思い
のペースで歩きました。 ＪＲ川桁駅をスタートする参加者

第 22 回いなわしろ軽便ウオーク

緑豊かな郷土を願い

　第10回会津耶麻地方植樹祭は 10 月 20 日、びわ沢原森林公
園で開かれ、猪苗代、磐梯、西会津、北塩原の４町村の児童ら約
100 人が参加しました。式では、前後公町長が「かけがえのな
い古里の緑を守り、次の世代に引き継いていきます」とあいさつ。
吾妻小と猪苗代小の緑の少年団に緑化功労者表彰を贈りました。
　参加者は、緑豊かな郷土を願いながらベニシダレやソメイヨシ
ノの若木計 26本を丁寧に植えました。ソメイヨシノの若木を植樹する参加者

会津耶麻地方植樹祭
ＭＴＢでゲレンデを駆ける

　マウンテンバイクレースを通じて本県の復興を支援す
る「サイクルエイドジャパン 2020 in 猪苗代　ＭＴＢ
ＲＩＤＥ　磐梯山　東北大会」は 10 月 11 日、リステ
ルスキーファンタジアなどで開かれ、東北６県から約
150 人が参加しました。
　町や自転車協会、県マウンテンバイク協会、県サイク
リング協会、福島民報社などでつくる実行委員会の主催。
新型コロナウイルス感染予防のため、参加者を東北地方
に限定して開催されました。
　ゲレンデの特性を生かした特設コースでの４時間耐久
レースや猪苗代湖畔などを１周するツーリング、プロラ
イダーによる初心者・子ども向けの講習会や子ども専用
レースなどを繰り広げました。このうち子ども向けの講
習会では、プロライダーの井手川直樹さんらがマウンテ
ンバイクの基本姿勢やハンドル操作などを丁寧に指導し
ました。
　町では、地元産のブルーベリージャムや天然水、どら
焼きなどを選手たちに振る舞い、温かいおもてなしで選
手にエールを送りました。

サイクルエイドジャパン 2020 in 猪苗代
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1_ ４時間耐久部門をスタートする参加者（写真＝福島民報社提供）
2_ 井手川さんによる子ども向け講習会　3_ 町産品などを振る舞っ
た特設ブース

男子４区で力走を見せる猪苗代高校の安部拓海選手


